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校長の机から

人々が救われ
るために

校長 石川 実

弟子たちはイエスに尋ねた。「先生。この

人が盲目で生まれたのは、だれが罪を犯した

からですか。この人ですか。両親ですか。」

イエスは答えられた。「この人が罪を犯し

たのでもなく、両親でもありません。神のわ

ざが現れるためです。」（ヨハネ９：２，３）

神学を学ぶ者として心にとめて置かなけれ

ばならないことは、「知識は人を高ぶらせ、

愛は人を育てます。」（第一コリント８：１）

ということかと思います。

冒頭のお言葉で、弟子たちはイエス様に重

要な質問しました。因果応報ということがあ

るのか、ないのかです。この質問自体、論理

としては間違ってはいません。問題は、この

とき弟子たちに盲人に対する愛があったので

しょうか。弟子たちは、目の前の盲人を、神

学の対象としてしか見ていませんでした。

これに対して、イエスさまは答えられます。

イエス様のお答えに神学はありますが、それ

だけではありません。イエスはこの盲人へ愛

をもって、「神のわざが現れるためです。」と

言われました。

私たちは自分が分かっていると思っている

ことにおいて、しばしば愛を忘れてしまいま

す。「しかし、今、『私たちは見える』と言っ

ているのですから、あなたがたの罪は残りま

す。」（ヨハネ９：４１）ヨブ記において、ヨ

ブの３人の友人も、最初はヨブに同情し、慰

めようとして来ました。ところが、そのうち

に、「害悪を蒔く者が、自らそれを刈り取る

のだ」（ヨブ記４：８）と言います。理屈と

しては正しいでしょう。原因が害悪を蒔けば、

結果は刈り取りということになります。中学

数学で「逆は必ずしも真ならず」と学びまし

たが、苦しんでいる結果から、彼が何か罪を

犯しているとは必ずしも言えません。

さて、冒頭のお言葉で、イエスさまは「神

のわざが現れるためである」と言われました

が、彼が盲目であったことの目的は、奇跡に

より目が開けられたということではなく、ヨ

ハネ９：３８で、「彼は「主よ、信じます。」

と言って、イエスを拝した。」とあるように、

イエス・キリストを信じたことであると私は

考えます。それがイエス様の愛です。

私たちの神学校の学びは、人々が救われる

ための学びでなければなりません。
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新年度を迎えて

4年課程4年 香川 盛治

浅間BBC

これまでの3年間の神

学校生活は、主と多くの

方々のお祈りとお心遣い

によって過ごすことがで

きて感謝でした。残り少ない神学校生活の中で、

今しかいただけない学びや生活を意識しつつ、

気負わず、また怠けずに過ごせればと考えてい

ます。主に喜ばれる日々が多く送れるように祈

りつつ。「すべてのことには定まった時期があ

り、天の下のすべての営みに時がある。」

伝道者の書3章1節

4年課程4年 恋田 寛正
セントラルBC

昨年度、家族が病気や

地震、豪雨・台風により、

幾度も命が危険にさらさ

れ、無力さに言葉を失い

ました。病気においては

現在も家族と困難の最中にあります。しかし、

今年度も、わたしたちの命を買い取って下さっ

た主に、すべてをお委ねすることができます。

「だれでもわたしについてきたいと思うなら、

自分を捨て、自分の十字架を負うて、わたしに

従ってきなさい。」マタイ16章24節

皆さまの安全と健康が守られますようお祈りし

ております。

4年課程3年 市村 雄治
上田BBC

神学校に入って２年が

経ち、自分では気づいて

いなかった様々な課題や

問題を主からいただきま

した。一人で悩んでいれ

ば、希望を持つことはできませんが、主は私の

手を取り、足を取り導いて下さいました。その

歩みは光に照らされ、心には確かな平安をいた

だきました。

今年は、昨日よりも今日、主の愛を知り、ま

た主を愛する者として、主のお言葉を求めて学

びに励んでいけたらと願っています。先生方、

兄姉方のお祈りを心から感謝いたします。

4年課程3年 齋藤 光彦
佐倉BBC

主の御名を賛美致しま

す。主のお恵みと憐れみ

を感謝致します。お祈り

におぼえてくださり心よ

り感謝申し上げます。

私は、神様が神様の方法で訓練を与えてくだ

さっていることを実感しています。神学校での

学びが与えられている時、御言葉を伝える者と

して整えて下さいますように、そして最後まで

主に従い通すことを願っております。与えられ

た聖句です。

「すべとの事について、感謝しなさい。」

テサロニケ人への手紙 第一 5章18節
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4年課程2年 井垣 勇基
調布BT

「だれでもわたしに従っ

て来たければ、自分を捨

て、自分の十字架を負っ

て、わたしに従って来な

さい。」マルコ8：34

昨年の学びを通じて、イエス様に従うとは、

言いかえれば自分を捨てることだと深く教えら

れました。そうした歩みこそが、もっとも喜び

に満ちた幸いな人生であると確信し、少しでも

イエス様の弟子としてふさわしい歩みができる

ように、祈りつつ学びに取り組んでいきたいと

願っております。

4年課程2年 堺 希望
滝山BBC

神学生という言葉の意

味は、「どれほどキリス

トに信頼できるか」とい

う一点に集約されると思

います。

「主のすばらしさゆえ」に全てをお委ねして来

たはずが、想像を遥かに超えて見え隠れする己

の弱さを委ね切れない自分を知っては、日に日

に増し加わる「主以外のものへの逃避を促す声」

を聞かずに、主の御声を聞く訓練をいただいて

います。

単純な抱負ですが、「主の御声に聞き従う」。

この一点を突き詰めていきたいです。

4年課程2年 澤 みのり
めぐみBT

主の守りとあわれみに

よって１年目の学びを終

え、２年目を迎えること

ができました。新しい年

度を迎え今一番示されて

いることは、主だけを見上げるということです。

主だけを見上げて、日々学び日々の生活を送

り、また主の御前でどうであるかを常に祈り考

える者でありたいです。全国各地からの尊い祈

りによって私たち学生を支えてくださり感謝い

たします。引き続き祈りに覚えていただけたら

感謝です。

4年課程2年

西牟田 恵理也
亀岡BBC

主の御名を心から賛美

いたします。神学校での

１年間の学びの中で、み

言葉から、また先生・学生の兄姉との交わりか

ら、多くのことを示されました。

主に用いられやすい器となるために、自分の

知恵や力を土台とするのではなく、イエス様の

み言葉を土台として、変えられていきたいと願

わされます。

今年１年間もイエス様のみこころを探りつ

つ、一番大本を委ね祈りつつ、歩み、学んでい

きたいと思います。
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4年課程2年 藤田 夏穗
甲府BBC

今年度も神学校で学

べることを主に感謝致し

ます。今年度が始まる前

に昨年度を振り返りつつ、

新年度のために祈ってい

った時、Iテサロニケ5:16－24の御言葉が示さ

れました。主によって聖なる者とされることは

痛みの伴うものであり、また苦しみも味わうも

のですが、主の御前で責められるところのない

者に近づくことのできるよう、主がそのように

して下さると信じて、祈りつつ、この御言葉を

もって日々過ごしていきたいと願っています。

4年課程2年 堀口 和基
千葉BBC

主の御名を賛美いたし

ます。多くの祈りを感謝

いたします。神学校生活

の一年目を終えることが

できました。振り返ると、本当に早い一年間で

した。

授業での学び・兄姉との交わりを通して、自

分の足りなさを示されることが多くありまし

た。それもすべて主が示してくださったもので

あると確信しています。

今年度も、主がどのようにしてこの者を取り

扱ってくださるのかを期待して、与えられた一

日一日を大切に生活したいと思います。

4年課程２年 石川 高嶺兄(千葉BBC)は療養

のため前期休学中です。お祈りください。

ワーカーズ1年課程1年

張替 愛
横浜BBC

神学校入学（新年度）

に際して主から示された

御言葉：詩篇126篇1-6節

この一年が、主のお導

きとゆるしの中で与えられた特別な時であるこ

とを忘れずに、1日1日を丁寧に歩ませていた

だきたいです。また、主がくださるあらゆる学

びと訓練に対して、「ぼろ雑巾」になることを

恐れず、謙遜に、忠実に取り組む者でありたい

です。

自然豊かな軽井沢

キャンパス
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2018年度入学式

入学式説教者 長江忠司先生(横浜BBC)

日本バプテスト聖書神学校2018年度入学式

が9月3日、神学校チャペルで行われました。

横浜聖書バプテスト教会の長江忠司先生か

ら、メッセージをいただき、神学校における知

的な学びの必要性と共に、神様から頑なさが砕

かれる、霊的な訓練の重要性が語られました。

新入生は横浜聖書バプテスト教会の張替愛姉

（ワーカーズ1年課程）です。お証しは前回の

神学校便り76に掲載してあります。

2018年度前期伝道実習

立川BBCの前で

伝道実習の総括
4年課程3年 齋藤 光彦

前期伝道実習として10月8日(月)から12日

(金)迄の1週間、立川聖書バプテスト教会で私

たち神学生を受け入れてくださり、井口拓志先

生、奈保美先生を始め教会員の皆様方に感謝申

し上げます。神学校校長の石川実先生のご配慮

を感謝致します。

伝道実習のご奉仕の一つとして、10月20日

(土)、21日(日)に行われる聖書講演会のトラク

ト(案内)を10日(火)から11日(水)にかけて計4

回行い約4500枚、また日曜学校の案内も約150

0枚配布のお手伝いをさせて頂きました。後日、

井口先生より集会に新来者、再来者が来会され

たことをお聞き致しました。主を賛美致します。

水曜日の祈祷会、木曜日の婦人集会(聖書の

お話とお料理の会)で特別賛美、証し、説教の

ご奉仕をさせて頂きました。又、井口先生より

立川聖書バプテスト教会の歴史を教えて頂きま

した。今回の伝道実習が初めから終わりまで主

に導かれ守られましたことを感謝致します。
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伝道実習の証し
4年課程２年 井垣 勇基

立川聖書バプテスト教会を通して、特に地域

に根差した宣教について考えさせられました。

学び会を通して、立川教会の牧師であられる

井口先生が、立川の地域を愛し、忍耐を働かせ

つつ、確実に周囲と良好な信頼関係を築いてお

られることを知りました。

実際に私たちがチラシ配りを終えてご報告を

すると、「あ、あそこの○○さんね！」という

ようにして、すでに関係ができていることがあ

りました。その一方で、チラシを配りながら地

域の方々に教会の案内をすると「ああ、井口さ

んの教会ね」と地域の方々から好意的な反応が

多く見られました。それだけ普段から井口先生

を始め、教会の兄弟姉妹が、主の御助けによっ

て周囲と良い関係を気づいておられるのを知る

ことができて、とても恵まれました。

また、伝道とは決して個人伝道のような直接

福音を語る働きばかりではなく、ごく自然な人

間関係と、その中でなされる人格的なやり取り

を通じても伝えられていくものなのだというこ

とを教えられました。

伝道実習の証し
4年課程２年 西牟田 恵理也

立川聖書バプテスト教会での実習で学んだこ

とをお証させて頂きます。

第一に、謙虚に主に仕えることを示されまし

た。実習中に頂いた説教・学び、そして先生方

や教会の兄姉との交わり、多くのご配慮から、

身を捧げて、謙虚に主に仕えることを教えられ

ました。

第二に、何を目的として主に仕えるのか。そ

のために何をすべきなのかを、聖書から改めて

考える時となりました。実習中の学びの中で、

井口先生が、マタイ6章の主の祈りが、「御名

があがめられますように」から始まるように、

主の御名があがめられること、福音を伝えるこ

とを「目的」として、教会で仕えておられると

お聞きしました。

健康管理や、先生が行われている様々な活動

も、目的のための「手段」だと話されていまし

た。私自身も、聖書から主のみこころを知り、

そのみこころに沿って仕えていきたいと願わさ

れました。井口先生・奈保美先生・兄弟姉妹に

心から感謝いたします。ありがとうございまし

た。
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オープンカレッジ

オープンカレッジ
に参加して

幕張聖書バプテスト教会

大塚 剛宏
おおつか たけひろ

神学校で１０月２３日に開催されたオープン

カレッジに参加することができましたので、そ

こで学んだことの一部をご報告して、皆様と学

びの共有をさせて頂きます。

私は、１０月の２３日、２４日の二日にわた

った講義のうち、第一日目朝の開会礼拝の後、

１０時３０分からの講義１、１３時からの講義

２、１５時からの講義３の３コマの講義を聴講

させて頂きましたが、ここでは主に船橋ＢＢＣ

の杉山元夫兄が担当されました講義２及び講義

３について報告させて頂きます。

なお、この前に、「教会学校の歴史と現状」

と題した上山副校長からの講義１があり、キリ

スト教教育における「場」の問題、「場の提供」

の課題が指摘され、「教会の場」と「家庭の場」

におけるキリスト教教育のほかに、「ノン・ク

リスチャン家庭と教会をつなぐ場」を教会が提

供できるか否かが教会学校の発展のカギを握る

ことを予感させました。また、明治時代に日曜

学校（サンデー・スクール）として日本に導入

されたプロテスタントのキリスト教教育は、戦

後、教会学校（チャーチ・スクール）となり、

教会性と学校性を兼ね備え、全年齢層に対する

キリスト教教育となった、との指摘は認識を新

たにしました。

続いて、船橋ＢＢＣの杉山元夫兄から、「公

教育と教会学校教育」と題して、講義２があり

ました。

兄弟は、高校教師や大学講師として長い教職

経験の中から、小中高の公教育において制限さ

れている信仰教育に生徒や学生を導く努力につ

いて語られました。その経験に裏打ちされた体

験談には感銘深いものがありました。

（１）兄弟は、若いときにカルヴァンの書いた

「キリスト教綱要」という書物を読み、キリス

ト教教育に開眼しこの取り組みを始められたそ

うです。その後の長年の教職生活における多く

の経験や努力が語られました。

（２）特に、文科省の定めた「学習指導要領」

という制約の中で、如何にして信仰に対して前

向きな姿勢を、生徒や学生に対して育んでいく

かという困難な課題に取り組んでこられた長年

のご苦労が語られました。

（３）その中で、１９９８年の指導要綱改訂の

中で表現された「生きる力を養う」という言葉

を手掛かりにして、信仰を大切にすることに繋

がることを、それとなく生徒や学生に語る努力

をされてきたそうです。その御苦労は私には窺

い知ることはできませんが、非常に工夫のいる

教育努力であったことを覗わせます。

（４）とりわけ、民主主義の起源を宗教改革に

遡って、ルターやカルヴァン、クロムウェルの

果たした役割を強調されました。

（５）また、日本の民主主義と教育基本法の確
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立に貢献した東大総長・南原繁らのプロテスタ

ント・クリスチャンの役割に注目して、生徒・

学生の関心を聖書に向けさせる教育方法を提案

されました。

公教育では公に宗教教育は禁止されている中

で杉山兄弟のご苦労とご経験は、教職を目指す

クリスチャンには大きな励ましとなるものと思

いました。

続いて講義３では、「宗教と科学は矛盾する

のか？－学校教育ががかかえるキリスト教への

つまずき」と題して、私にとっても大変興味深

いテーマに対する兄弟の経験と努力が語られま

した。

（１）まず、カトリックを含む初期のクリスチ

ャン・科学者たちの業績として、「ガレリオの

地動説」、「コペルニクスの地動説」、「ケプラー

の惑星運動」、「ニュートンの万有引力」などの

観察は、自然観察から自然法則を導き出したク

リスチャンの先人科学者たちが、創造主を信じ

る信仰に基づく業績であったことが指摘されま

した。

（２）重要な点として、ダーウィンの進化論は

仮説に過ぎず、理論としての証拠は観察されて

いないことが強調されました。進化の過程にあ

る種の中間形の化石は現在までに一つも発見さ

れていない事実は、ダーウィンの進化論が科学

的な証拠を持たない仮説であることの証拠で

す。この理論的欠陥はダーウィン自身も自説の

欠点として理解していたようです。現実には、

今や進化論は科学的な理論としては風前の灯と

もいえる状態ですが、教育の現場では、このよ

うな点が語れていません。

（３）更に驚いたのは、同時代の昆虫学者ファ

ーブルは、膨大な著作物「昆虫記」を書いた中

で、ダーウィンの進化論を批判していたという

杉山兄弟の指摘は、私にとってあらたな知見で

した。自然観察から得た不思議な自然界の調和

からは、創造主（神）の存在を感じざるを得な

いというファーブルの感動は、ID説（知的デ

ザイン説）に通じるものでもあり、共感できる

ものでした。

最後に教会学校教育への５つの提言がまとめ

られましたが、その中の一つ、「生きる力」は、

教科書だけでなく、いやむしろ、教科書の記述

の外にある周辺状況を説明することによって、

聖書のうちにこそ「生きる力」があることを、

生徒や学生にはっきりと打ち出していく教育が

提言されました。「生きる力」の教育は、大切

なポイントであると同時に、公教育の場で信仰

に導く教育を実行する際の困難さと創意工夫の

必要性を強く感じました。

今回の学びを感謝するとともに、教職を目指

す、あるいは現在教職に着いている兄弟姉妹の

奮起を期待いたします。ありがとうございまし

た。

講師の杉山元夫兄(船橋BBC)
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オープンカレッジの証し
4年課程2年 堺 希望

杉山兄が社会における実際の教育現場におけ

る問題を中心に取り上げたのに対して、上山師

は本来の教会における教育がどのように変遷し

てきたのかという歴史的側面から教会における

信仰教育を見た。また、ご自身の牧会や幼少期

の体験、教会を建てた当時の宣教師の時代のこ

となどをベースに語ってくださった。

子供たちに何を教え、何を中心に教会内の教

育組織を作り上げるのか。世間への宗教色はい

か程考慮しておくべきなのか。具体的に地域の

子供たちや親に教会へ足を運んでもらうための

イベントの例や、何より来ても繋がる事の少な

い地域の子供たちをいかにして教会へと繋げる

のか、といった問題提起の側面が強かったよう

に思う。

教会に子供があまり来ないという事実は、多

くの教会が直面している問題であるかと想像す

る。浅学ゆえにここで結論を記すには至らない

が、個人的には感想として、教会全体で行なう

新来者向けのイベントや公園伝道等の「教会か

ら新来者へのアプローチ」よりは、やはり子供

同士での勧誘や親同士での勧誘等「個人的な繋

がり」が負う部分が大きいように思う。教会全

体がその時できることは、個人的繋がりによっ

て来会の意志を持つ方もしくは来会された方に

対するケアや、地域と世間一般が持っている偏

見を払拭することが主なのではないかと感じ

る。年齢問わず、クリスチャン一人一人は主の

講師の上山要先生(幕張BBC)

講義の様子

許しの中で今の環境にいるのであるから、結局、

教会と世間を繋ぐ架け橋は一人一人が負ってい

る責任であるのだろう。そして教会は、その繋

がりによって見えたチャンスを最大限に生かせ

るように準備をする。ありきたりな構図ではあ

るが、そうではない教会もあると聞く。時代の

流れに流されて目先の人数の獲得に焦点が行く

ことの恐ろしさを思う。超教派、リベラルで曖

昧な教会が増えている中、まず聖書に立つこと

を常に祈り、願う。単純かつ初歩的な段階で面

目ないが、これが今回私が教えられ、確信した

ことだ。
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オープンカレッジの証し
4年課程2年 藤田 夏穗

オープンカレッジで講師をしてくださった、

上山先生、杉山兄に感謝致します。今回、児童

伝道に関する講義を聞くことができました。教

えられたことは、子どもたち、青年の心が神様

に向けられるようにするためにできることは沢

山あるということです。また、それを実際に実

践しながら子どもたち、青年の心に寄り添い神

様のことを伝えていくことです。上山先生も杉

山兄もそれぞれが主から与えられた重荷をもっ

て、実践してきたことのお証を講義の中でして

くださいました。

杉山兄は教育現場において、生徒が神様につ

いて考えられるように、教える上で話の持って

いき方、どう神様を証していくかを常に考え、

教えていったことをお話ししてくださいまし

た。上山先生は、教会として様々な方法で地域

と関わり、子どもたちが教会に来られるように

取り組まれていました。また、聖職者としての

姿や、また教会学校の形態について考え、子ど

もたちがみことばに集中できる工夫の仕方を教

えて下さいました。

私は今回の講義を聞きながら、教会学校での

お話や子ども会でのお話、また普段の会話の中

で、子どもたちが神様に心を向けられるように

導いてきただろうかと考えさせられました。そ

こまで深く取り組んでいなかった自分が示され

ました。そして一つの御言葉が示されました。

「あなたは心を尽くし、いのちを尽くし、力を

尽くし、知性を尽くして、あなたの神、主を愛

しなさい。」ルカ10:28

奉仕においても、子どもたちと関わるときに

も主に対してするように尽くしきる必要がある

ことを、講義を通して教えられました。どのよ

うな面でも尽すことが主を愛することであるこ

とを示されました。教会は信仰継承の場でもあ

ります。教えて、子どもたちが救われておしま

いではなく、子どもたちが信仰を持ち、個人的

に主と交わり、自分で考え判断できる信仰者へ

と育てていく必要があります。そのために私に

今できること、また与えられている賜物を使っ

て、精一杯子どもたちに心を向けていこうと思

いました。そのためにも、もっと学び、子ども

たちとの関わりを深めていきたいです。教会に

与えられている子どもたちが神様に心を向けら

れるように、私自身が「尽しきった」と言える

ように、そして主から「よくやった」と言われ

るように仕えていきたいと、今回の講義を受け、

強く示されました。

ソバの花と実

イチイの実

神学校周辺の秋
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神学校「通信教育課程」
について

上田聖書バプテスト教会

通信教育課程担当

小川 淳司

神学校には、本科（4年課程、ワーカーズコ

ース（1年／2年））のほかに、通信制のコース

があることをご存知でしょうか。現在、この通

信課程で、6名の方々が学びを継続しています。

年齢や立場は様々ですが、おひとりおひとりが、

それぞれ主と主のおことばを心から愛し、みこ

とばをもっと良く学び、キリスト者としての歩

みに生かしていきたいという意欲と熱心さをも

って学び続けています。

通信教育課程の修了に必要な単位数は、必修

科目と選択科目を合わせて決められています

が、それを個人のペースに合わせて取得してい

きます。単位の取得方法は、主に二つの方法が

あります。一つは、冬期講座、オープンカレッ

ジなど、神学校で集中的に開講される講座に参

加し受講した上で、課題レポートを提出するこ

とにより、講座担当の先生に単位を認めてもら

うスクーリングの方法です。もう一つは、科目

ごとに設定された数回の課題レポートを、科目

担当の教師に提出することで、その科目の単位

を取得する方法です。このようにして単位数を

積み上げていくことで、修了要件を満たすこと

を目指します。

神学校の「通信教育課程案内」には、入学資

格として、「キリスト者として教会に仕える明

確な献身に導かれている者で、かつ保守的バプ

テスト教会の忠実な教会員として活動している

者」とあります。通信教育課程は、主と教会に

対して、神学校の通信制での学びを通して、こ

れまで以上に献身的にお仕えしたいという導き

を頂いている方々に、開かれています。教会の

愛兄姉の皆さんの中で、神学校の通信教育課程

を修めたい、関心がある、という方がおられま

したら、教会の先生にご相談してみてはいかが

でしょうか。ご希望があれば、「通信教育課程

案内書」をお送りいたします。

私たちの主は、「心を尽くし、思いを尽くし、

知力を尽くして、あなたの神である主を愛せ

よ。」（マタイ22：37）のおことばを、大切な

第一の戒めとされました。みことばを学ぶこと

は、主を愛することの一部です。通信制という

手段を通して、共に主のおことばを一層深く学

ぶ恵みをいただいてみてはいかがでしょうか。
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「いいことずくめの通信生」

八千代聖書

バプテスト教会

竹内 友規子
た け う ち ゆ き こ

「教会ではなく、ちょっとした時間にあなたか

ら聖書のことを聞きたい」そう知人に言われて、

私は困りました。私の聖書知識だと質問の答え

が中途半端になってしまうからです。

「主の御名を呼び求める者はみな救われる」の

です。しかし、信じたことのない方を、どのよ

うにして呼び求めるのでしょうか。聞いたこと

のない方を、どのようにして信じるのでしょう

か。宣べ伝える人がいなければ、どのようにし

て聞くのでしょうか。」ローマ10：13、14

福音宣教は神様からの命令です。私はいつも

通り神様に相談しました。体の弱い私は今の生

活をやめて、神学校へ入ることはできません。

そこで私は通信教育のことを牧師に教えてもら

いました。牧師の勧めもあり私は、オープンカ

レッジに参加しました。

そこでは、神様について、今まで知らなかっ

たことをを学べて、とても幸せでした。また、

軽井沢といういつもと違う場所で神様を向き合

える特別な雰囲気。神学生とよき交りも赦され

ました。本当に楽しい時間が与えられました。

通信教育は自分のペースで進められるので、

体力に自信がない私にとってとてもよい学びの

方法となってくれています。勉強大変でしょ？

と思われるかもしれません。私も勉強は苦手で

すが、神様を知ることは本当に楽しくて仕方が

ありません。聖書を知ることは神様も望んでお

られることです。また、聖書を必要とする知人

も待っています。

もしかしたら周りを見たら、聖書には興味あ

るけど時間がなくて教会には行けない、という

人が沢山いるかもしれません。そのためにも私

は、聖書の知識をもう少し高め準備する必要が

あります。そして、私の喜びをもっとたくさん

の人に体験してもらいたいです。このような素

晴らしい時間が与えられて、神様に感謝です。

「この町のユダヤ人は、テサロニケにいる者た

ちよりも素直で、非常に熱心にみことばを受け

入れ、はたしてそのとおりかどうか、毎日聖書

を調べた。」使徒17：11

卒業式と卒業カンファレンスのインターネット配信

について。アル・ライクマン先生の講義（９回）と開

会礼拝、閉会礼拝、そして、卒業式のビデオと音声を、

神学校ホームページよりご視聴いただけます。

種類は、①ビデオ（YouTube使用）、②音声のみ、③音

声ダウンロード用の三種類です。それぞれの環境に合

わせてお選びください。

なお、ご視聴にはユーザー名とパスワードが必要です。

ご興味のある方は所属教会の牧師まで

神学校HP http://jbbc.jpn.org/etc.html
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授業紹介 聖書史地理

八千代聖書

バプテスト教会

聖書史地理担当

白石 公章
き み あ き

聖書地理ならわかるけど、聖書史地理、聞き

慣れない科目名です。でも、「史」の一文字が

入ると、その扱う内容が大きく広がります。さ

て、この授業の目当ては次のように表されます。

１．聖書の舞台となったパレスチナおよびオリ

エントの地理を理解する。

２．エジプト、メソポタミヤ文明の起こりから

ローマ時代までのオリエント史の中で、旧

約聖書から新約聖書に至るまでのイスラエ

ルの歴史を位置づける。

３．聖書は歴史的にも正確な記述がされている

ことを考古学的な資料から確認する。

これを一日６コマ、５回の授業で学びます。

初回の授業では、聖書の舞台となった中東、

パレスチナの地形や気候について学びます。こ

の地域は古代文明発祥の地とされるエジプトと

メソポタミアにはさまれた地域で、その形状か

ら肥沃な三日月と言われる場所です。まず、白

地図を用意して現代の国境線から国名を書き入

れてもらうのですが、意外と書けないものです。

そして、聖書の巻末についている聖書地図で目

にするシナイ半島や、パレスチナが意外と狭い

地域であることに気づかされます。イスラエル

王国の広さは日本で言うと四国ぐらいの面積

で、緯度は九州の中部から南部と重なり、ガリ

ラヤ湖は熊本市、エルサレムは鹿児島市の少し

上くらいです。緯度が同程度ということは、ア

ブラハムの見た星は私たちが目にする星座と変

わらないと言うことになります。ただし、肉眼

で見える星の数は圧倒的にアブラハム時代が多

かったにちがいありません。また、この地域は

西側に海(地中海)があるために冬に降水があり

ます。日本でも日本海側は冬に雪が降るのと同

じです。降水量は日本にくらべて少なく、エル

サレムですと600ミリ程度ですから、日本では

大型の台風が複数来ればそれを越えてしまうで

しょう。

２回目の授業では、古代オリエントの歴史を

概観します。社会科が選択制になり世界史を学

んでいない学生もいますから、紀元前３０００

年～紀元１００年までのオリエント史を頭に入

れてもらいます。これはその後の授業で、各時

代の国際情勢や民族の興亡を知ることによっ

て、その背景を分かりやすくするためです。聖

書は歴史の教科書として書かれているわけでは

ないので、世界史のすべての出来事を記述して

いるわけではありません。ですから、これを学

んでおくと、聖書の記述においても合点する部

分も多いのです。ダビデの時代、エジプトとメ

ソポタミアでは大国の衰退期にあたっていまし

た。それを好機として、イスラエルは国家を樹

立したのでした。
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３回目と４回目の授業では、主に旧約聖書の

記述見ながら、ひたすら地図を追いかけます。

アブラハムはカルデヤのウル(メソポタミア)を

出て、ハラン(シリア)、約束の地カナンへ、そ

してエジプトにまで移動しています。また、そ

れまで無味乾燥なカタカナの羅列にしか見えな

かった町々の位置が明らかになると、出来事の

背景が見えてきます。イスラエル王国分裂の兆

しは、すでにダビデの時代に見ることができま

す。

また、ここで中間時代(第２神殿期)について

学びます。この時代は通常の教会生活ではほと

んどふれられることが無いと思います。旧約聖

書と新約聖書の間、沈黙の４００年と言われる

ように、神の言葉が聞かれなくなった時代でし

た。しかし、オリエント史においては大きな変

革の時代でした。旧約聖書の歴史書はアケメネ

ス朝ペルシャによる支配で終わっていますが、

その後アレクサンダー大王がペルシャを滅ぼ

し、オリエントのヘレニズム(ギリシャ)化が始

まります。これに対してユダヤ人たちはどのよ

うな答えを出したのか？紀元前１００年半ば

に、ユダヤの独立戦争が起こり、ハスモン朝が

成立します。実は新約聖書に登場するパリサイ

人やサドカイ人の起源はこの時代にありまし

た。しかし、この王朝も強大なローマ帝国の前

に終焉を迎えます。

最後の授業では、新約聖書を見ていきます。

旧約聖書と比べて、福音書の扱う地域は決して

広くはありませんが、イエス様の生涯を追いな

がら、誕生からガリラヤ伝道、そしてエルサレ

ムでの最後の一週間を確認していきます。また、

その時代のローマ帝国の支配とユダヤ人の関係

を知ることによって、福音書の理解が深まりま

す。使徒の働きでは、ペテロを中心としたエル

サレム教会の進展に始まり、パウロの伝道旅行

では、地中海世界を神に導かれて縦横無尽に行

き巡る様子を見ることができます。特に著者で

あるルカが同行した部分(主語が私たち)では、

その行程が手に取るように分かります。そして、

最後に帝国の都ローマでこの書は終わっていま

す。

また、課題として聖書考古学博物館を見学し

てレポートを書いてもらいます。実際に聖書の

記述を裏付ける考古学的な資料を目にすると、

聖書の記述の真実性に心躍ります。

この科目は、私たちに聖書のリアリティを一

層増してくれるように思います。この授業の参

考図書としているバイブルワールド(いのちの

ことば社ニック・ペイジ著)の序文で、著者は

次のように言っています。

「聖書の舞台について知ることによって、聖書

の物語を新たな視点で見ることができるように

なり、聖書に記された出来事を現実のものとし

て理解できるようになる。」

授業風景
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神学校の思い出
「私の神学校時代
試練から祝福へ」

仁戸名聖書

バプテスト教会

小林 秀夫

私が入学したのは、1979年で25期生に当た

ります。その年は、L.L.バーゲット師からキン

グ師に校長が変わった年でした。神学校の歴史

も山あり谷ありですが、その頃は一つの試練の

谷間の時期ではなかったかと思います。その頃、

中心的な働きをしておられた先生が何人も辞め

られ、教育体制に不安を覚える状況でした。又、

新入生も減り続け、その年には、一人の姉妹の

入学が許可されただけで、当時、そうした事は

前例がなく、危機的な状況と言われました。

その年の6月頃に私は大学を中退して入学す

るように示され、再度の入学試験をして頂きま

した。今でこそ、年二回の入学試験は恒例とな

っていますが、当時、そうした事は大変異例な

事でした。新入生が姉妹一人だけでは困ると言

うことで、再試験が許可されたのでした。入学

時、私の上級生男子は4人おりましたが、全員

結婚していた為、広い男子寮には私と上田廣行

師との二人だけで寂しい限りでした。しかし、

主の祝福により翌年にはそれが4名に倍増し、

次の年には10人前後に増えて寮が狭苦しくな

るほどでした。

こうした急成長の理由の一つは、キング校長

の熱心な校長訪問の成果といえます。先生は何

人かの神学生を連れて、諸教会を訪問し、神学

校に献身者を送って下さるようにアッピールし

て回られました。先生は、毎週、大阪の高槻か

ら千葉の神学校まで車で通われる激務でした

が、月に何回か、祈祷会の時間に諸教会へ訪問

しておられました。私も先生に連れられて足利

教会に証しに行った事もあります。そうした大

変な犠牲を通して諸教会が神学校の危機的状況

を知り、熱心に祈って下さった結果だと思えま

す。また、今も続けられている早天祈祷会もあ

る姉妹（現鹿毛師夫人）の提案により学生会で

自主的に始められ、そこでの学生達の熱心な祈

りの答えであるとも言えます。

また、この時期の試練を通して神学校に幾つ

かの改善すべき事が示され、それが改められる

ことにより祝福へ変えられていったと思いま

す。校長のキング師や副校長の丸山師からバプ

テスト本来の根本主義信仰や世界宣教の重要性

が強調された事は私にとっても素晴らしい霊的

財産となりました。こうした試練から祝福へ変

えられていった三年間を経験できた事は、その

後の牧会の大きな励ましと参考になりました。

この様な意味で私にとって最善な時に主が私を

そこに導いて下さった事を感謝しています。

【予定】2019年

1/29,30 冬期講座 3/12 第1回入学考査

4/23～29 後期伝道実習

6/25～28卒業カンファランス週 28日卒業式

編集後記
主の御降誕を心から賛美します。前期もあと少しですが、

厳冬期を迎えます。学生たちの健康と訓練のために引き続き
お祈りください。 白石 公章
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